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はじめに

各自治体が水素社会の実現に向けた取り組みを加速しています。環境負荷低減の手法と

して水素の活用を視野に入れるとともに、地域振興の起爆剤として水素・燃料電池の活用、

関連技術の開発を促す動きを強めています。その先頭を行くのが東京都です。都は、2020

年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、水素エネルギーを活用した環境

先進都市のモデル地区を構築し、国内外にPRすることを計画しています。

都は、2017 年 4月に東京オリンピック・パラリンピック開催後の選手村地区（東京都中

央区晴海）での街づくりの将来像やエネルギー関連施策の方向性をまとめた「選手村地区

エネルギー整備計画」を策定しました。水素ステーション（ST）や 30～40kW 級の純水素

型燃料電池5基を設置すること、水素STで燃料電池自動車（FCV）や燃料電池(FC)バスに

水素供給すること、管径150mm×約 1.2Km の水素導管を整備して水素STから導菅で燃料電

池に水素を供給することなどを盛り込んでいます。

その一方、業務・産業用燃料電池では、数社が固体酸化物形燃料電池（SOFC）の市場投

入を開始しています。市場投入したメーカー以外では、「水素・燃料電池戦略ロードマッ

プ」に基づいて、17～18年度の市場投入を目指しメーカー数社が業務用・産業用の開発を

進めています。

本レポートの序章では水素導入の取り組みについて、第Ⅰ章では、燃料電池の世界及び

国内市場の動向と展望について、調査及び分析を行っています。第Ⅱ章では、家庭用燃料

電池の動向や展望について述べています。第Ⅲ章では、業務用・携帯用燃料電池の動向や

展望について記載しています。第Ⅳ章では、燃料電池自動車に関する動向や展望について

述べています。また第Ⅴ章では、燃料電池関連技術・部材の動向や展望を掲載しています。

弊社は本年、創業51周年を迎える市場調査・マーケティング会社です。本レポートは、

専門の編集スタッフにより調査・編纂されております。本レポートは、燃料電池業界を事

業・生産・開発動向などを踏まえながら、将来展望や市場予測を含めてコンパクト（1冊・

P10 ページ）にまとめました。同シリーズは、新規参入を検討されている企業様を含めた

事業計画の立案、予備調査、事業計画書の作成・展開など幅広く活用されています。

本書が、御社の事業戦略の立案及び展開される際にご活用下されば幸いに存じ上げます。

平成30年11月

株式会社 日本エコノミックセンター 調査部

スマートエネルギーグループ
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第Ⅴ章 燃料電池関連部材・技術の動向と展望（サンプル）

１．燃料電池部材市場の動向と実態

(1)燃料電池部材市場の最新動向

①〇〇〇〇株式会社（燃料電池向け原料）

同社は、燃料電池に使う高純度な酸化ニッケル粉の量産化実証設備を 2018 年 9 月まで

に新設する。数億円を投じて愛媛県新居浜市に設置する。生産能力は年数十ｔ。将来的に

は年数百tレベルでの量産を目指す。燃料電池のなかでも効率が高いとされる「固体酸化

物形燃料電池（SOFC）」の電極に使用される。SOFC は、家庭や工場、店舗などで発電機と

して使われている。住友鉱山は、年間数tの酸化ニッケル粉をSOFC メーカーに出荷する。

②〇〇〇〇株式会社（各種貴金属触媒）

同社の2016 年度は、燃料電池車（FCV）が、一般発売されて以降、燃料電池用電極触媒

の出荷量が過去最高になると見込まれている。同社は、1985 年から燃料電池用電極触媒の

開発を開始した。家庭用燃料電池の需要や、燃料電池自動車が発売されることなどから、

12年に約10億円を投資。神奈川県の自社工場内に燃料電池用触媒を開発・製造する専用

工場を建設、今後ますます需要の増加が期待される燃料電池触媒の供給体制を整えている。

③〇〇〇〇株式会社（白金使用せず安価に）

同社は、燃料電池車向けに低コストで生産できる触媒を開発した。高価な白金を使用せ

ず、炭素繊維の原料でもあるポリアクリロニトリル(PAN)や鉄を使用することで、触媒の

価格を10分の 1以下に抑える目標。2025 年までの実用化を目指す。NEDO が進めるプロジ

ェクトの一環で、東京工業大学と開発した。燃料となる水素と酸素を反応させる際に使用

する。白金は高価な上、南アフリカやロシアに産地が偏っている。PAN は、白金に比べて

安い。

④〇〇〇〇（燃料電池自動車用の新型触媒開発）

同大学の燃料電池イノベーション研究センターは、このほど新型酸化ズズ ナノ（nm）粒

子白金コバルトカーボン（SnO3/Pt3Co/C）触媒を開発。燃料電池自動車（FCV）の電解触媒

の性能・耐久性を大幅に向上したと発表。FCVの実用化に大きく前進したことになる。

⑤〇〇〇〇株式会社（ホンダの燃料電池車に材料）

同社の炭素繊維材料が、ホンダが 16 年 3 月に発売開始された新型燃料電池自動車「ク

ラリティ」に採用された。採用された炭素繊維材料は、燃料電池スタックの電極基材用カ

ーボンペーパー及び高圧水素貯蔵タンク用高高度炭素繊維。燃料電池車の心臓部分といわ

れる燃料電池スタックの電極基材用に採用されたカーボンペーパーは、30年来開発してき

た。
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